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横浜みどりアップ計画の推進について 

 
「横浜みどりアップ計画」（新規・拡充施策）については、平成21年度から「横浜みどり税」による
財源を活用して本格的に施策・事業をすすめるともに、「横浜みどりアップ計画市民推進会議」の設置な

どにより、事業の透明性確保や市民意見の把握を図ってまいります。 
 
 
１ 平成21年度の主な事業 
 本年度は「横浜みどりアップ計画」（新規・拡充施策）のスタートダッシュの年であり、「樹林地を

守る」「農地を守る」「緑をつくる」施策を、強力に推進してまいります。（別紙１）なお、進捗状況に

つきましては、逐次、市会に報告してまいります。 

 

（１）平成21年度の主な事業 

ア 樹林地を守る：特別緑地保全地区等の指定・買取、緑地再生・管理事業、森の恵み塾事業 等 

イ 農地を守る：収穫体験農園の開設支援事業、水田保全契約事業 等 

ウ 緑をつくる：地域緑のまちづくり事業、保育園・幼稚園芝生化助成事業 等 

 

（２）今後の予定（案） 

平成21年 ４月～ 各施策・事業の周知・ＰＲ 等 

 ６月以降 各事業を順次実施 

 ９月 進捗状況中間取りまとめ 

 12月 実施見込み取りまとめ 

平成22年 ２月 平成21年度実績（速報値）取りまとめ 

 ３月 初年度成果取りまとめ 

 
 
２ 横浜みどりアップ計画市民推進会議 
（１）趣旨 

「横浜みどりアップ計画」（新規・拡充施策）の推進にあたり、市民意識調査や活動団体など幅

広く市民意見を把握し、情報提供や交流を促進し、市民協働の推進につなげます。また、こうい

った業務と合わせ「横浜みどりアップ計画」の各施策や事業を評価し、提案等していただきます。 
 

（２）会議の状況 

 有識者（５名）、関係団体（５名）、町内会・自治会代表（１名）、公募による市民（４名）で

構成します。（別紙２）第１回を６月２５日（木）に開催します。 
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３ 事業の取組状況 
土地所有者をはじめとする市民への周知を重点的に進めながら、順次、事業に着手しており、現在

までに着手した事業について報告します。このほかの事業については、実施の詳細について調整中で

あり、できるだけ早期に着手してまいります。 
 
（１）樹林地を守る 

ア 確実な担保（樹林地の保全） 

 特別緑地保全地区等の指定による保全に向け、土地所有者へ緑地保全制度の周知と指定につ

いての意向調査等を実施しました。 
今後、意向調査に基づいて指定に向けた調整を進めます。また、今回回答の無かった土地所

有者への再調査に加え、土地取引情報の把握など更なる制度周知のための仕組みについて検討

してまいります。 
（ア）意向調査等の概要 

期   間：平成21年5月8日（金）～平成21年6月14日（日） 
送付対象者：平成21年1月1日現在、一筆500㎡以上の樹林地（山林）をお持ちの方、 

5,020人（共有の場合は、代表の方に送付しました。） 
送付内容：・樹林地保全制度の指定意向調査票（回答送付） 

・樹林地保全 アンケート（回答送付） 
・「横浜の樹林地保全制度」説明資料 
・樹林地保全制度の説明会 ご案内 など 

（イ）意向調査等の回収状況（6月12日までの回収分） 
・回答数：1,539通 
・回収率：約30.7％ 

（ウ）説明会 

制度についてのご理解を深めて回答をいただくため、意向調査等の送付者を対象とし

た説明会を実施しました。 
・開催回数：5回（5月26日～6月7日） 
・参加人数：528名 

 

イ 利活用促進 

（ア）森の恵み塾 

広く市民に森の魅力を伝え、樹林地の保全等の大切さについて理解を深めるための講座等

を開催します。 
 

開催日 内容 会場 備考 

第1回 4/26 親子で探そう！森の恵み探偵団 横浜公園 スプリングフェアと 

同時開催 

第2回 6/7 親子で木に名札をつけよう！in大丸山 横浜自然観察の森 

周辺の樹林地 

京浜急行電鉄㈱と共催

第3回 6/20 森のかけらのストラップをつくろう 久良岐公園  

第4回 6/28 （仮称）森へのお誘いワークショップ クイーンズスクエア 環境活動展と同時開催

第5回 7/4 森のかけらのストラップをつくろう 金沢動物公園  

第6回 7/20 自然の中はパパの出番！ 上郷森の家  

第7回 7/25 家族で楽しむ自然体験 横浜自然観察の森  
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（２）農地を守る 

ア 農業振興等に関する助成事業について  

地産地消に着目した農業振興や周辺環境対策、担い手育成に関する次の助成事業について説

明、周知を行い、募集を開始しました。  
・説明会実施状況：14回（ＪＡ等） 

   事業名 内 容 

共同直売所の設置支援事業 多機能型の共同直売所の整備を支援 

収穫体験農園の開設支援事業 

 

市民に手軽な農体験の場を提供するため、収穫体験農園の

新規開設を支援 

施設の省エネルギー化推進事業 生産温室等への省エネ型設備導入を支援 

農
業
振
興 

生産用機械のリース方式による導入

事業 

大型高性能の省力機械等を農家が共同利用する場合にリ

ース方式による導入を支援 

農
地 

保
全 

環境配慮型施設整備事業 農薬飛散や臭いなど、営農活動に伴う周辺住民とのトラブ

ル防止のための施設整備を支援 

機械作業受託組織育成事業 高齢化等による労働力不足や必要な機械を持たない農家

の農作業を支援する地域に根ざした機械作業を受託する

組織を育成 

担
い
手
育
成 

横浜型担い手育成事業 農地の中心的担い手となる農業者が農業経営を存続でき

るよう、経営改善等に必要な機械、設備等の導入を支援 

 

イ 関連事業 

（ア）みなとみらい開港菜フェア 

地産地消の推進を図るとともに、開港150周年を記念して、新鮮な横浜産農産物の直
売市をみなとみらい地区で開催します。 
・会場：高島中央公園 
・日時：第４日曜日（６～９月）、各回9：00～11：00 

 

（３）緑をつくる 

ア 緑化推進 

     民有地の緑化を推進するため、民有地の緑化助成について次のとおり拡充し、事業毎にホー

ムページへの掲載やダイレクトメール等により周知、募集しています。 
事業名 既存 拡充 

対象となる

記念の種類 
出生、小学校入学、成人、結婚 

金婚・銀婚、賀寿（還暦等） 

住宅の新築・購入・増改築 

市外からの転入、 

保育園・幼稚園入園、 

就職          を追加 

苗木の種類 サツキ、アジサイ、キンモクセイ、

ドウダンツツジ、区の木、等 

ハナミズキ、ヤマザクラ、 

ベニカナメモチ     を追加 

人生記念樹事業 

 

 

 

 

配布回数 年１回（６月） 年２回（５月、１０月） 

※今年度は６月、１０月 

樹木診断 15,000円を上限に1/2を助成 30,000円を上限に1/2を助成 

樹木治療 150,000円を上限に1/2を助成 300,000円を上限に1/2を助成 

名木古木保存事業 

 

 樹木管理 なし 150,000円を上限に1/2を助成 

（剪定、病虫害予防、等） 

屋上緑化助成事業 

 

 

対象区域 

 

 

第１種及び第２種低層住居専用

地域を除く市街化区域 

 

市街化区域全域 

（第１種及び第２種低層住居専用

地域を助成対象区域に追加） 
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４ 緑の総量の把握について 

緑被率として３００㎡以上のまとまりのある緑の割合を把握します。さらに、みどりアップ計画

の取組など、市民一人ひとりの取組が反映しやすいよう、また、樹林地や草地、農地といったこれま

での緑の種別を把握できる最小の、１０㎡以上の緑についても調査します。８月に航空写真を撮影し、

平成２２年３月に調査結果をとりまとめる予定です。 

 

 







（50音順・敬称略）

氏　　名 役　　職　　等

池 田　正 人 　横浜農業協同組合　常務理事

池 邊　このみ
(株)ニッセイ基礎研究所 上席主任研究員
UR都市機構都市デザインチームチームリーダー

伊 藤　博 隆 公募市民

内 田　洋 幸 横浜農業経営士会　会長

小 川　幸 久 横浜商工会議所　経済政策部　副部長

金 澤　史 男 横浜国立大学経済学部教授

川 井　啓 介 市民の森愛護会連絡会　会長

清 水　靖 枝 　長屋門公園管理運営委員会　事務局長

進 士　五十八 東京農業大学地域環境科学部　教授

田 中　佳世子 公募市民

蔦 谷　栄 一 (株)農林中金総合研究所　特別理事

中 塚　隆 雄 公募市民

籾 山　民 雄 よこはま緑の推進団体連絡協議会　会長

横 井　正 巳 横浜市町内会連合会　副会長

吉 田　洋 子 公募市民

横浜みどりアップ計画市民推進会議　名簿　

別紙











　開港150周年の平成21年度末に向けて、18年度から取り組んで
きた「150万本植樹行動」の20年度の実績がまとまりましたので、
お知らせします。

　18年度から20年度までの3か年の累計は約128万１千本で、

内訳は、公共施設及び民有地緑化が約113万3千本、緑化用に

市民や企業等に配布した苗木が約14万8千本です。

　なお、20年度単年度の実績は、約50万本（公共・民有地緑化

約43万7千本、苗木配布　約6万3千本）となります。
　本年度末までに150万本の植樹の達成を目指します。

環境創造・資源循環委員会

平 成 21 年 6 月 16 日

環 境 創 造 局 説 明 資 料

　「150万本植樹行動」は、今ある緑地を保全する一方で、新しい緑をつくるために、横浜開港
150周年の年（平成21年度末）までに、市民や企業・団体の皆さんと協働して、市内に150万本の
木を植えることを目標としています。
　横浜市では、引き続き150万本の植樹に向け、公共施設等での植樹を進めるとともに、市民・企
業・団体のみなさまへの働きかけを進めてまいります。

▲環境活動支援センター植樹
（保土ケ谷区・20年11月）

内　　訳 18年度 19年度 20年度 累　計

公共施設緑化 104,884 165,508 172,645 443,037

民有地緑化 201,258 224,647 264,181 690,086

小　計 306,142 390,155 436,826 1,133,123

苗木配布 20,322 64,347 63,266 147,935

合　計 326,464 454,502 500,092 1,281,058
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